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1 組織の概要 

1.1 事業所名       株式会社 池上鉄工所  

1.2 代表者氏名      代表取締役社長  松田 清 

1.3 事業所所在地     宮崎県延岡市大武町 39-6 

1.4 事業活動の内容    機械装置及び部品の製造および機器据付配管工事            

（建設業許可番号 宮崎県知事許可 般-19 第 1217 号）  

許可を受けた建設業：管工事業・鋼構造物工事業・機械器具設置工事業 

1.5 環境管理責任者氏名及び連絡先  総務グループ  松田 拓也 

℡；0982-34-3211 Fax；0982-65-4859 E-mail;takuya@ikegamitekko.co.jp 

1.6 事業の規模  

活動規模 単位 
2006 年 

(05.10～06.9) 

2007 年 

(06.10～07.9) 

2008 年 

(07.10～08.9) 

2009 年 

(08.10～09.9) 

製品販売量 百万円／年 886 950 851 845 

従業員数 人 61 64 67 72 

床面積 ｍ2 4,443 4,443 4,443 4,443 

敷地面積 ㎡ 17,566 17,566 17,566 17,566 

1.7 環境活動推進体制 

代表取締役社長 

松田 清 

環境管理責任者 

松田 拓也 

機械・仕上グループ 

室屋 貞男 

事務所グループ 

浮島 昭彦 

製缶グループ 

豊福 信行 

工事グループ 

環境活動推進責任者 

梅田 孝久 

※事業所とは、機械・仕上グループ、製缶グループ、事務所グループを示す。 
※事務所グループは、営業グループ、購買グループ、総務経理グループとする。 
※認証登録範囲は、上記二重線内の事業所及び工事グループとする。 

事業所 工事グループ 

環境安全委員会 
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2 環境方針   

    

環 境 方 針 

2007 年 10 月 01 日 

【環境理念】 
 

株式会社 池上鉄工所は、循環型社会の構築を目指して、省資

源・省エネルギーに努め、自然・社会・人と調和した事業活動

を展開します。 
【環境方針】 

 
１． 環境目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。 

２． 具体的な取り組みとして、次のことを推進します。 

① 節電・省エネルギーに努め、二酸化炭素の排出量を削減します。 

② 金属廃棄物及び一般廃棄物は、リサイクルに努め、廃棄物の排出

量を削減します。 

③ 水の使用量の低減に努めます。 

３． 環境関連法規制等を遵守し、地域の環境保全に努めます。 

４． 当社の全ての従業員にこの環境方針を周知します。 

 

 

株式会社 池上鉄工所 
代表取締役社長  松田 清 
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3 環境目標とその実績 

3.1 環境目標の設定（3 ヵ年計画） 

2008 年 12 月よりＥＡ21 の取組に際し、2008 年より 2010 年までの 3 ヵ年の環境活

動目標を下記のように設定した。 

 

【 2008 年から 2010 年までの環境活動目標 3 ヵ年計画 】 

①二酸化炭素排出量を 3 年間で 5％削減する。 

②廃棄物の総排出量を 3 年間で 5％削減する。 

③水資源投入量（排水量）を 3 年間で 5％削減する。 

※基準データーは 2007 年の実績値とする。 

 

環境活動 3 ヵ年計画の具体的な数値目標を図表－1 に示す。 

環境活動 3 ヵ年計画の数値目標 

項目 単位 2007年実績 2008年目標 2009年目標 2010年目標 削減率 

二酸化炭素排出量 Kg-CO₂ 133,253 131,000 128,800 126,600 5% 

廃棄物排出量 ton 13.5 13.2 13.0 12.8 5% 

水資源投入量 ｍ3 7,879 7,747 7,615 7,485 5% 

※削減率は、2007 年の実績を基準として、3 年間の削減目標を示す。 

※廃棄物排出量の 2007 年と 2008 年の数値には、一般廃棄物排出量が含まれておりません。 

図表－1 環境活動 3 ヵ年計画の数値目標 

 

3.2 本年度の環境目標と実績 

環境目標 3 ヵ年計画を達成するため、本年度の環境目標の詳細を図表－2 に示す如

く設定し活動した結果、下記に示すような結果となった。 

なお、各活動の評価は、5 項（環境活動の取組結果の評価）に記載する。 

(1) 二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出量を 3 年間で 5％削減するための、2009 年の“購入電力量”“化

石燃料”の削減目標並びに実績、達成率を図表－2 に示す。 

(2) 廃棄物の総排出量の削減 

2009 年のコピー用紙使用量と廃棄物総排出量の削減目標並びに実績、達成率

を図表－2 に示す。 
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(3) 水資源投入量（排水量）の削減 

2009 年の水資源投入量（排水量）の削減目標並びに実績、達成率を図表－2

に示す。  

2009 年(2009.4～2010.3)の環境活動詳細目標と実績表 

2009 年(09.04～10.03) 
項  目 単位 

2007 年 

07.04～08.03 目標 実績 目標比 

200V Kwh 140,641 135,952 103,944 76.5% 

100V Kwh 85,618 82,764 87,755 106.0% 
購入

電力 
合計 Kwh 226,259 218,716 191,699 87.6% 

灯油 L 3,596 3,476 3,165 91.1% 

ガス（LPG） ｍ3 31.9 30.8 31.0 100.6% 

ガソリン L 11,360 10,981 8,726 79.5% 

軽油 L 4,685 4,505 3,673 81.5% 

二酸化炭素

排出量 

二酸化炭素 
排出量合計 Kg-CO₂ 133,253 128,800 110,102 85.5% 

コピー用紙使用量 枚 240,500 232,483 226,500 97.4% 

一般廃棄物排出量 ton 0.65 0.64 0.63 98.8% 

産業廃棄物排出量 ton 13.5 13.0 6.9 81% 

廃棄物総排

出量 

廃棄物排出量合計 ton 14.15 13.64 7.53 55.2% 

水資源投入量（排水量） ｍ3 7,879 7,615 8,095 106.3% 

図表－2 環境活動詳細目標と実績表 

 

4 主要な環境活動計画の内容 

環境目標 3 ヵ年計画を達成するため、本年度の環境計画を策定したが、活動の詳細

は、5.4 環境活動に対する評価 図表－9,10（P9,10）及び環境活動への取組みの自

己チェックシート 図表-11,12（P11,12）を参照ください。 

5 環境活動の取組結果の評価、次年度の取組内容 

5.1 二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出量の削減についての活動実績は、図表－3、図表－4 に示すように、

全体では活動目標に対して、活動実績が 85.5％目標を大幅に達成することが出来た。

詳細を見てみると購入電力（200V）が、目標に対して 76.5％となり、購入電力(100V)

は、106%と高くなっている。これは、昨年より製缶グループの受注量減少に伴う溶接

作業、グラインダー作業が減少したことによるものである。 

また、ガソリン、軽油の使用量が、目標に対して 79.5％、81.5%となっている。こ

れは、前年度の以上に運搬・輸送の改善（運搬の外注化、運搬の効率化等）、運転日
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誌の記入による意識面の定着化が効果も出てきていると思われる。 

灯油は、目標どおり達成したが、ガスの使用量 100.6％となり、これは既存顧客や

今後取引の可能性のある企業の訪問が夏と冬場に増加したことによるものである。 

 

二酸化炭素排出量の活動目標と活動実績 

2007 年 2009 年 
項  目 単位 

実績 目標 実績 
目標比 

200V Kwh 140,641 135,952 103,944 76.5% 

100V Kwh 85,618 82,764 87,755 106.0% 
購入

電力 
合計 Kwh 226,259 218,716 191,699 87.6% 

灯油 L 3,596 3,476 3,165 91.1% 

ガス（LPG） ｍ3 31.9 30.8 31.0 100.6% 

ガソリン L 11,360 10,981 8,726 79.5% 

軽油 L 4,685 4,505 3,673 81.5% 

二酸化炭

素排出量 

二酸化炭素 
排出量合計 

Kg- 

CO₂ 

 

133,253 128,800 110,102 85.5% 

図表－3 二酸化炭素排出量の削減目標と活動実績表 

 

図表－4 二酸化炭素排出量 活動目標と活動実績の推移 
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5.2 廃棄物排出量の削減 

産業廃棄物の排出量については、活動目標に対して、活動実績は 53.1％となった。

廃棄物合計では、55.2%となり、目標に関しては大幅達成できたが、これは受注量の

減少が影響しているのもひとつの要因である。しかし、受注競争激化による材料の購

入で残材の出ない購入方法等、購入方法の改善・徹底により、大きく削減できたとも

考えられる。 

また、コピー用紙使用量については活動目標に対して活動実績が 97.4％となり、目

標を達成できた。完成図書の作成等、業務上での紙使用量が多大となったことが裏紙

使用やペーパーレスなどが徐々に浸透してきたことが考えられる。 

廃棄物排出量の活動目標と活動実績 

2007 年 2009 年 
項  目 単位 

実績 目標 実績 
目標比 

コピー用紙使用量 枚 240,500 232,483 226,500 97.4% 

一般廃棄物排出量 ton 0.65 0.64 0.63 98.8% 

産業廃棄物排出量 ton 13.5 13.0 6.9 53.1% 

廃棄物総

排出量 

廃棄物排出量合計 ton 14.15 13.64 7.53 55.2% 

図表－5 廃棄物排出量 活動目標と活動実績表 

 

図表－6 廃棄物排出量 活動目標と活動実績の推移 
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5.3 水資源投入量（排水量）の削減 

水資源投入量（排水量）については、図表－7、図表－8 に示すように、活動目標に

対し、106.3％となり、未達成となった。原因としては、11 月中旬から製缶工場南側

のトイレ付近の配管が老朽化に伴い、水漏れが発生したことが原因である。3 月に業

者と都合がつき修復作業は完了している。 

 
水資源投入量の活動目標と活動実績 

2007 年 2009 年 
項  目 単位 

実績 目標 実績 
目標比 

水資源投入量（排水量） ｍ3 7,879 7,615 8,095 106.3% 

図表－7 水資源投入量 活動目標と活動実績表 

 

図表－8 水資源投入量  活動目標と活動実績の推移 
 



環境活動レポート 2010 番号 IEB－09 版 0.00 頁 9／12 

 

 
株式会社 池上鉄工所 

5.4 環境活動の評価 

今期の環境活動に対する評価は、事業所編を図表－9 に示し、工事グループ編を図

表－10 に示す。 

環境活動の評価【事業所編】 

項目 環境活動内容 活動方法等 評価結果 

①環境活動方針の周知徹底 環境方針の掲示 ◎ 
活動ＰＲ 

②納入業者に活動協力依頼 活動協力文の掲示 ◎ 

①昼休みは事務所内の不要な電灯は消灯する。 チェックシートの作成 △ 

②不必要な箇所の間引き点灯をする。 スイッチ紐の取付 △ 

設定温度の表示 ◎ 
③エアコンの運転監視をする。 

 (設定温度：冬季 22℃，夏期 25℃) 
スイッチ on/off の監視記

録を取る。 
○ 

電 力 量 の

削減 

④クールビズ・ウォームビズの推進 シーズン前にＰＲ ◎ 

①走行中は、急発進・急ブレーキをやめる。 ＰＲ（環境教育） ○ 

②車間距離をとり、法定速度で運転する。 ＰＲ（環境教育） ○ 

③車両の整備点検をこまめにする。 法定点検の遵守 ◎ 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

ガ ソ リ

ン・軽油の

削減 
④運転記録を残す。(走行距離、行き先) 運転記録簿 ◎ 

①分別回収でリサイクルに努める。 回収ボックスの区分 ◎ 

②再利用排出に努める。 置場の区分 ◎ 

廃 棄 物 の

削減 

③パレット・梱包材の再利用 ＰＲ（環境教育） ◎ 

①裏紙の再利用(個人情報、機密文書は使用しな

い。) 

ＰＲ（環境教育） 
◎ 

②シュレッダー処理は最小限(機密文書のみ)に

する。 

ＰＲ（環境教育） 
○ 

③再生紙を使用する。(コピー用紙、名刺) 指定購入 ○ 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

用 紙 の 再

利用・再生

利 用 の 励

行 

④ペーパーレス化に努める。 社内 Lan の活用 ○ 

①事務所・トイレ等の清掃時、節水に努める。 ＰＲ(貼り紙) 
◎ 

水資源投入量の

削減 

②蛇口及び便器からの漏水の点検をする。 点検表の作成 ◎ 

グリーン購入 
文房具、消耗品の購入に際しては、グリー

ン購入に努める。 

エコマーク・グリーンマー

ク認証製品の購入 
○ 

  

【環境活動の評価】  

全体的にみると、昨年よりＰＲ啓蒙により実績としても効果は出ているが、個人で意識レベルに差

があるので更なる改善は必要と思われる。 

車両管理についてはほぼ定着しており、エアコン監視記録・事務所消灯記録のチェックシートの記

入はされていなが、事務所にとして担当を決め夏・冬は時間を決め数分間エアコン停止実施ており、

節電効果が出たと見られる。また、事務所の蛍光灯も必要外のところは夏から取り外したのも効果

に表れていると思われる。 

裏紙利用については、事務所に裏紙入れの箱を設置し、ＰＲしたがまだ個人差が見られるので更な

る啓蒙 PR が必要。 

評価結果 ◎：実施中（良好）○：実施中（あと一歩）△：実施中（まだまだ） ×：実施されていない 

図表－9 環境活動の評価【事業所編】 
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環境活動の評価【工事グループ編】 

項目 環境活動内容 活動方法等 評価の結果 

①環境活動方針の周知徹底 環境方針の掲示 ◎ 
活動ＰＲ 

②納入業者に活動協力依頼 活動協力文の掲示 ◎ 

電 力 量 の 削

減 

① ｴﾝｺﾝの運転監視をする。（夏季

25℃） 

 （工事現場事務所用） 

設定温度の表示 

該当なし 

①走行中は、急発進・急ﾌﾞﾚｰｷをや

める。 

ＰＲ（環境教育） 
○ 

②車間距離をとり、法定速度で運

転する。 
ＰＲ（環境教育） ○ 

③車両の整備点検をこまめにす

る。 

法定点検の遵守 
◎ 

④運転記録を残す。(走行距離、行

き先) 

運転記録簿 
◎ 

 

ガソリン・軽

油の削減 

 

 

⑤ｴﾝｼﾞﾝｳｪﾙﾀﾞｰのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ防止 注意喚起表示板取付 該当なし 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

灯油の削減 
冬季暖房時ｽﾄｰﾌﾞ利用管理 

 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ在室時以外は消火 

注意喚起表示 

 啓蒙 PR 
該当なし 

①分別回収でﾘｻｲｸﾙに努める。 回収ﾎﾞｯｸｽの区分 該当なし 廃 棄 物 の 削

減 ②ﾊﾟﾚｯﾄ・梱包材の再利用 ＰＲ（環境教育） 該当なし 

①ｼｭﾚｯﾀﾞｰ処理は最小限(機密文書

のみ)にする。 
ＰＲ（環境教育） ○ 

②再生紙を使用する。(ｺﾋﾟｰ用紙、

名刺) 

指定購入 
△ 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

用 紙 の 再 利

用・再生利用

の励行 

 

   

①事務所・ﾄｲﾚ等の清掃時、節水に

努める。 
ＰＲ(貼り紙) 該当なし 

水資源投入量の削

減 

②蛇口及び便器からの漏水の点検

をする。 
点検表の作成 該当なし 

①ｴﾝｼﾞﾝｳｪﾙﾀﾞｰ燃料漏れ防止 ｵｲﾙﾊﾟﾝを設置する 器材準備 良 

②油流出の防止 ｵｲﾙﾏｯﾄ・吸着砂を配備 器材準備 良 

③廃材・残材の回収 現場に廃材置場を設置 器材準備 良 環境汚染防止 

④溶接等の火の粉による火災防止 防炎ｼｰﾄ・防火用水・消火器

の配備及び残火の確認 

安全教育を実施

している 

【環境活動の評価】   

該当する工事(現場)がなかったが、活動計画にある項目については教育・ＰＲ・器材等の準備はでき

ている。 

総体的には日常管理の中で、指導がなされている。 

 

評価結果 ◎：実施中（良好）○：実施中（あと一歩）△：実施中（まだまだ） ×：実施されていない 

図表－10 環境活動の評価【工事グループ編】 
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5.5 環境活動マネジメント取組の評価 

エコアクション 21（2004 年度版）の“環境への取組の自己チェック”に基づき、自

己チェックした結果を下表（図表－11、図表－12）に示す。 

 

図表－11 環境活動への取組の評価【事業所編】 
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図表－12 環境活動への取組の評価【工事グループ編】 

 

6 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

環境関連法規に関する違反について１年間の遵守状況を自らチェックした結果、違

反はなかった。 

また、関係機関等からの指摘、地域からの環境に関する苦情・要望は過去 4 年間無

く、訴訟等も同様に１件も無かった。 
 
 
 


